













日時　2015 年 3 月 28 日（土）13：30 ～ 16：30
場所　岩手県立大学共通講義棟 101 教室
総合政策　第 17 巻第１号（2015）pp. 149－163
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〔公開講座記録〕
図 1　岩手山麓の植生図（環境省（2003）作成　1/25000 植生図を整理・改変）
＊　岩手県立大学総合政策学部　〒 020-0693 岩手県滝沢市巣子 152-52
＊＊岩手県滝沢森林公園　所長　〒 020-0605 岩手県滝沢市砂込 1533-1　岩手県滝沢森林公園野鳥観察の森ネイチャーセンター
－ 150 － － 151 －




































































































図 4　明治末の岩手山麓（1/50000 地形図　盛岡（1912 年）・沼宮内（1912 年）・八幡平（1916 年）・
雫石（1912 年）を一部改変）
－ 152 － － 153 －
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は 10 月中旬から 5 月上旬にかけて降りる。ツツ
ジ園では 5 月に花芽が霜によって枯死してしまっ
た年がある。最寄のアメダスでは、積雪量極値
は 68cm であるが、2011 年の震災の 3 か月前、
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さて、現在はどうだろうか。1999 年の 4 月に
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うち外来種は 25 種で全体 7％と低く、自然性が
高く保たれている。
現在注目しているのはオオハンゴンソウで、
1983 年の森林公園の植物リストでは確認されて
おらず、2001 年のリストで出現している。
最近、ハルザキヤマガラシという菜の花のよう
な花がたくさん咲いているのに気が付かれた方も
多いと思う。オオハンゴンソウによく似ているア
ラゲハンゴンソウもいたるところに生育している
ことが市民調査の結果わかってきた。
大学や森林公園周辺では、オオハンゴンソウは
最近侵入し始めたらしく、道路の際に少し見られ
る程度で敷地内では見られないが、アラゲハンゴ
ンソウは森林公園の中に侵入していることがわ
かっている。
平成 26 年度から市民のご協力を得てオオハン
ゴンソウの分布調査を始めたが、来年度はオオハ
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ンゴンソウの他、オオキンケイギクやアレチウリ
も調べたいと考えている。こちらの調査について
もご協力をいただきたい。
今後は、オオハンゴンソウの駆除に向けた活動
を行いたいと考えている。すでにいたるところに
侵入していることからもう無理ではないかという
意見も多いが、多くの市民が力を合わせれば、
少しずつでも減らすことができるのではないかと
思っている。そのための仕組みづくりを検討して
いる。
ごく最近、国（環境省等）が外来種被害防止行
動計画を策定した。政府として外来種対策をどの
ように進めていくかが具体的に示されている。そ
れと同時に外来種リストも策定され、2015 年 3
月 26 日にオープンになっている。
このリストでは、すでに侵入してしまっている
外来種で緊急に対策を行う必要があるものを「緊
急対策外来種」として指定している。この中には
オオハンゴンソウやオオキンケイギク、アレチウ
リなどが位置づけられている。今後、政府では、
重要なものから本格的に外来種対策を進めること
を明らかにしている。
滝沢市の調査、駆除活動は、おそらく市民が調
査をし、駆除を進める先駆的な事例として今後注
目される可能性がある。ぜひ、ご協力いただきた
い。外来種被害防止行動計画については、環境省
の HP などでリーフレットやリストなどを見るこ
とができるので興味のある人はぜひご覧いただき
たい。本日のテキストの後ろに、オオハンゴンソ
ウの駆除対策マニュアル案を添付したので、ご意
見をいただきたい。
